
■
第
一
回

見
守
り
訪
問

【
七
月
十
三
日
】

粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
が

市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
、

歳
以
上
の

75

独
居
家
庭

戸
と
、

歳
以
上
の
高
齢
者
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80

世
帯

戸

人
の
「
見
守
り
訪
問
」
を
行
い

10

20

ま
し
た
。
年
２
回
実
施
の
１
回
目
で
す
。

美
作
市
社
協
が
行
っ
て
い
る
お
た
が
い

さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
「
見
守
り
会
議
」
開
催

と
訪
問
員
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
は
、

粟
井
地
区
で
は
現
在
０
世
帯
で
す
。
市
内

で
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
社
協
で
は
、
今

年
度
、
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
検
証

と
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
社
協

が
包
括
を
受
託
し
た
こ
と
で
、「
美
作
市
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
さ
ま
ざ
ま
な

困
り
事
に
一
箇
所
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
）

【
七
月

一
日
】

美
作
市
よ
り
江
見
政
策
審
議
監
、
春

名
総
務
部
長
、
近
藤
管
財
課
課
長
、
栃
岡

支
所
長
、
香
山
担
当
を
招
い
て
、
粟
井
小

学
校
を
昨
年
度
制
定
さ
れ
た
条
例
第
３

号
の
集
会
施
設
に
移
行
す
る
か
ど
う
か

の
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。
移
行
し
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
必
要
経
費
を
市
が

み
る
こ
と
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
区

で
管
理
す
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
協
議
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
課
題
も
た
く
さ
ん

見
え
て
き
ま
し
た
。
粟
井
地
区
は
独
自
の

方
法
を
取
っ
て
き
た
の
で
な
か
な
か
適

合
し
に
く
い
点
も
あ
り
ま
す
。
次
回
は

八
月
下
旬
の
予
定
で
す
。
各
区
長
ま
で
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

【
六
月
三
十
日
】

美
作
市
森
林
政
策
課
主
催
で
、
サ
ル
追
い
払
い
花
火
講
習
会
が
バ
レ
ン

タ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
煙
火
消
費
保
安
手
帳
を
持
っ
た
各
区

２
名
の
担
当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
サ
ル
が
出
没
し
た
場
合
は
、
各
区
２
名

の
指
定
さ
れ
た
者
が
、
花
火
で
追
い
払
い
ま
す
。
連
絡
し
て
下
さ
い
。

能
登
香
の
里

あ
わ
い
村
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【
六
月
二
十
七
日
】

■
若
桜
町
に
視
察
研
修

「
若
桜
の
え
ご
ま
油
」
は
、
鳥
取
県
若
桜
町
で
、
え
ご
ま
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
搾
油

ま
で
一
貫
し
て
生
産
・
加
工
し
て
い
る
純
国
産
品
で
す
。
保
存
料
や
着
色
料
な
ど
一

切
使
用
し
て
い
な
い
、
安
心
・
安
全
な
こ
だ
わ
り
の
油
で
す
。・・・・・

部
員

名
と
美
作
市
の
農
業
政
策
課
の
職
員
１
名
、
計

名
で
若
桜
町
の
エ
ゴ
マ
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生
産
組
合
に
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
搾
油
所
は
、
洗
い
場
、
乾
燥
室
、
保
存
室
、

ビ
ン
の
煮
沸
消
毒
と
搾
油
場
が
そ
れ
ぞ
れ
作
ら
れ
て
お
り
、
搾
油
も
専
属
の
担
当

者
が
一
度
に
６
ｋ
ｇ
搾
れ
る
機

会
で
絞
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者

は
、１
ｋ
ｇ
１
３
０
０
円
と
町
か

ら
の
補
助
８
０
０
円
、
計
２
１

０
０
円
を
受
け
取
る
仕
組
み

で
す
。
販
売
価
格
も
私
た
ち
の

約
３
倍
で
す
。
栽
培
方
法
も
ポ

ッ
ト
苗
を
移
植
機
で
移
植
す

る
と
い
う
や
り
方
で
す
。
か
な

り
の
額
が
投
資
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

【
七
月

二
日
】

能
登
香
の
里
小
房
運
営
委
員
会
の
役

員

名
で
、
能
登
香
の
家
周
辺
や
道
路
、
キ

10
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

九
月
に
は
粟
井
地
区
の
方
（
今
年
は
小
房
、

梶
原
、
小
野
）で
環
境
整
備
を
し
て
頂
き
ま

す
が
、
毎
年
数
回
は
役
員
で
草
刈
り
を
し

な
い
と
追
い
つ

き
ま
せ
ん
。
今
回

は
、
た
わ
だ
池
周

遊
道
路
の
わ
だ

ち
も
重
機
で
直

し
採
石
を
引
き

ま
し
た
。
安
東
寿

夫
村
創
り
の
会

会
長
が
重
機
で

行
い
ま
し
た
。

作
東
公
民
館
・
作
東
愛
寿
大
学
合
同
講
座
【
六
月
十
六
日
】

■
講
座
「
上
流
か
ら
環
境
を
考
え
る
」

山
陽
新
聞
論
説
主
幹

岡
山
一
郎

県
南
の
河
口
付
近
に
堆

積
し
た
プ
ラ
ゴ
ミ
の
写
真
を

見
な
が
ら
、
現
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
海
に

流
れ
出
し
た
物
以
外
に
も
、

た
く
さ
ん
の
プ
ラ
ゴ
ミ
が
何

層
に
も
堆
積
し
て
い
る
現
況

に
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
貝
類
に
は
、
衣
類
の
洗
濯

か
ら
出
た
繊
維
が
体
内
に
蓄

積
し
て
い
ま
す
。

■
事
例
発
表

肥
料
殻
流
出
防
止
対
策

下
庄
町

中
嶋
勝
志

今
使
わ
れ
て
い
る
一
発
肥
料
、
た
い
へ
ん
便
利
で
農
作
業
を
軽
減
し
て
く
れ
ま
す

が
、
深
水
で
代
掻
き
を
行
う
と
昨
年
度
ま
で
に
使
っ
た
肥
料
の
プ
ラ
殻
が
川
に
流
れ

出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
プ
ラ
殻
の
使
わ
れ
て
い
な
い
肥
料
を
使
っ
た
り
、
浅
水
で
の
代

掻
き
作
業
の
実
践
を
聞
き
ま
し
た
。
環
境
に
配
慮
し
た
、
循
環
型
の
農
業
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
対
応
を
協
議
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
六
月
十
七
日
】

■
畦
畔
の
草
刈
り

■
も
ち
大
豆
の
播
種

[

編
集
後
記]

世
代
交
代
を
進
め
る
中
、
粟
井
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
構
想
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
、
持
続
可
能
な
管
理
の
仕
方

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
美
作
市
も
条
例
を
制
定
し
て
何
と
か
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
が
知
恵
の
出
し
所
で
す
。
粟
井
地
区
民
の
「
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
。
」
と

い
う
気
概
は
失
わ
ず
、
上
手
に
行
政
と
連
携
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
校
舎
利
活
用
の

意
見
を
各
区
区
長
ま
で
提
案
し
て
下
さ
い
。
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
水
部
総
勢

人
11

3

箇
所
の
大
き
な
法
面
の

草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

年
間
３
回
ほ
ど
行
い
ま

す
。

約

ア
ー
ル
に
も
ち
大

40
豆
を
播
種
し
ま
し
た
。

後
は
、
獣
害
対
策
が
大

事
で
す
。
人
里
離
れ
て

い
る
の
が
難
点
で
す
。

粟井中の横林伴継様（亡 一夫）よ
り、粟井地区社会福祉協議会に多額の
寄付を頂きました。ありがとうござい
ました。粟井地区の福祉事業に大切に
活用させて頂きます。




